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l はじめに

かで地域性を明らかにする ζとは，きわめて麓襲なことである。乙の地域性骨明ら

かにするに，;;1:，その地域の自然環境，人文環境，社会環境など安調査し，その閣の相友関係を分

摂する ζとはよって地域む脅性委明ちかに出来るものと患われる。 ζζでは，野辺地窮や研究対

し，野辺地の埼域性をいくぶんとまちとも明らかiζしようとするものでみるα 異体的

民は，人口，商業，溝、業，農業，交通安地域究明の指標とし， ζれにむつ.， IJ¥J r I療揮発とり関連

も加え，この論文を進めていく ζとにする。

2. 研究地域

野辺地は，明治初期まで，その態まれた士臨む科と港によって，東北有数の繁盛の捕で、あった。

しかし，明治 24年東j七本線が鵠還したことによ払港の利用裏金三減少し，野辺地は，

途をたどり，現在にいたっている Q

町総郡横は， 8 2. 9 kJ，と比較的せまし海岸線Iζ沿って東北方向に組長いのが特徴である母総

面積の 8欝jが山地で，一部で草地や畑地に利用されている以外は，山林，原野がほとんどそ占め，

平野は，野辺地JfI沿i乙わずかに見られる程度である。

野辺地譲JO)人!:::Hま，大正 7年すでは 1O. 0 0 0人を越えているにもかかわらず.53年 10月

3 1自現在までの約 60年趨詑 9，00 0入お準加を示しているにすぎない9

第 l表は 49年と 51年 53年を比較して各地区別の人口，世帯数の増滋，増減率を示し

たものである。

端区別の人口をみてわかるように，本町人口の 8害lまでが野辺地地区に集中しており，他前村

と比較して後背農村人口り占める割合が少ないのが特畿である。

して増加を示しているむは，野辺地地甚だけである静野辺地地区人口増加の原躍と

して1;;1:，ある程変発達した市鶴地をもっ都市では r言語婚の人口が滋少するという額向がみちれ
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るが，本町においては，まだ吉街地の発達が不十分で閥住地に余裕がみられるため，比較的便利

で地形的にも葱まれた野辺地地区に人口が集まったものと思われる。

むつ，小J"京開発によって，新たに本部7とその甥辺地域lζ16， 0 0 0人の就業者合増加が見込
まれている。 ζれにより若年労能力の地元定着や人口のむターン現象が増加し，人口は増加する

ものと患われる。

4. 

本町において， 漁業のふるわない現在，なんといっても高業は，野辺地問の曜ーの基幹

とV'える。

野辺端町は広く青森子宮商翠内lζ合まれており，青森市へむ流出がかなりみられるが，

題辺町村からの流入もみられ，小さいながち を形成している Q ζの語習に入る地域

の人口合計は野辺地町 19， 0 0 0入，横浜町 4きら o0入，東北町 8，5 0 0人，天間林村 5，5 0 0 

人，平内野 3，000人の計 45，0 0 0人民浸ぶものと推定され，留Iとしてはあ を

確保している。このように早い藷額をも としては，この地域に大きな都市がないこと，各

都市の中需のうどi爵の要所北あるということ，近横町村との交通の{更が良いことなど商業立地環境

としては，恵まれたことが考えられる。

(第2表)は，野辺地町とほぼ同じ人口をもっ他附との小売業の比較争表わしたものである。

本軒の商業規模は，人口 18， 0 0 0入から 19， 0 0 0人を有する他町と比較して大きいし，

業では，現iζ県内 8市民つ ゃあげている。

むつ，小川原開発によって本町とその罵辺地域i乙新たに 16. 0 0 0人の就業者の増加が見込ま

れてお仇現在の間関人口 45，0 0 0人にこれを加えると，商謹入日誌 61， 0 0 0人になると予

想される。また，開発途上における工業従業員は 20， 0 0 0入から 30， 0 0 0入になるといわれ

ており，開発地区に時間的，距離的にもっとも近い本前において，野辺地野了商閣人口に法急激に

拡大すると考えられる。 ζのように，蕗彊人口が増加することにより大型高の進出が十二分に予

想されるo

{
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漁業5. 

ホタテ一本と言っても過言でないほど*'タテにたよっている。そのため，近年本書Iの漁業は，

のホタテの異常へい死は本国JO)漁業にとって，多大な打撃をおよほしている。

{第 3表)は，本聞とほぼ同じ陸譲金額を示す他市田7村との陸揚量の比較を表わしたものであ

地市街村と比較して笹いが，障楊金額は決して低いもこれをみてわかるようる。

のでない。 ζのように睦揚量の割には比較的高い睦揚金額をあげているのが，本町神、業め特色と

る睦揚金額
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くそれも窮 2ら本町農業は浬軽地方の農村地帯と比較して，

。震 5ha未精これが相I理業の特色となっている Q 総農家数は 1，0 0 3戸で経営規模別にみると，

l如来識的農家では 76 8戸で 76.8%と全体の8害j近5 5 4戸で 55.3 %と半分以上を占め，

くまでを占めてお払いかに本餌の農業は零結規模経営の護家が多いかということがわかる。

一部争除く大部分の農家が筆業化(脱農家〉の方[却に農村地主義iζ工場が進出することにより，

小川原開発が予定されてむつ，進むということはすでに述べられているところである。そこで，

いる六ケ所村ととなりあわせに位置する本町の農村地域;まどのような対誌をみせるか予想してみ
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(第4表農民の意向
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(第4弱は，農家iζ対して，むつ，小川鞍開発の開発途中，開発後に1動きたいかと

争まとめたものである。数は少ないがその傾向はつかむことができる。はっきりと動く気はない

と登えた農家は， EとFの 2軒だけで抱は大かれ少なかれ働いても良いという ζとであった。こ

のように，本町農家もなっ，小川原開発によって禁業化の方向に進むζとが予想されるa

7網 交通

本町iま，交通運輸の条件に非常に恵まれており，下北，上北地方および県の南部と津載を結阜、

交通手助立野辺地摂H<:集中している。しかし， この交i通量ば単広野辺地町を諮りすぎるだけのも

のできって，野辺地町の伺の科益ももたらさない。つまち，交通量と釘の発震に寄与する経済的

なものとの関連は，現症の本院においてはまったくといっていいほどみられない。

8. なすび

野辺捕は高くからその恵まれた地の利を生かして，開業の町として小8いながらも比較的安定

した高調を確保しつつ，ゆるやかではあるが発躍してきた。これといって取り上げるべき

ない現在，野辺地を商業の町として位彊づける ζとができると患われる。

他産業のふるわない現fr，商業のウエイトはますます増加することが予想される。その意味で

も，むつ.!JサI1原開発によるメワット宅金最大限lζ殴i院できるよう短期的，長期的対応策を立て，

努めなくて誌ならなしIo

むつ，小川原開発をひかえ，野辺地町は大きな蝶路i乙立っているといえる。
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